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図 2.2に示す回路は降圧形コンバータ (buck converer)である。スイッチ
がオンのとき、リアクトルLに電圧 (Vi Vo)が加えられる。この期間に、
リアクトル Lは電圧 (Vi   Vo)に励磁され、磁束の増加分は





  off = VoToff (2.2)
定常状態では、リアクトルLの磁束の増加分と減少分が等しくなり、降
圧形コンバータの電圧変換率M は次式のように求められる。






図 2.3は昇圧形コンバータ (buck converter)の回路を示す。スイッチが
オンのとき、入力電圧 ViがリアクトルLに加えられる。リアクトルLは
入力電圧 Viで励磁され、オンの期間における磁束の増加分は
  on = ViTon (2.4)
と表される。スイッチオフのとき、リアクトル電流が連続のため、ダ
イオードがオンとなる。電圧 (Vo   Vi)がオン時と逆方向にリアクトル L
に加えられ、リアクトルの磁束はリセットされる。オフ期間における磁
束の減少分は、










































































































































ション結果では、Vi = 9V、Vo = 5V、L = 10uH、C = 470uF のとき、出










必要がある。図 3.4のシミュレーション結果では、Vi = 3V、Vo = 5V、










































































































































図 5.1: 降圧形 SIMO電源のブロック図
31























図 5.4: 降圧形 SIMO電源のシミュレーション結果
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